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市
税
と
い
う
収
入
の
大
黒
柱
の

細
い
当
市
に
と
っ
て
、
小
泉
改
革

で
受
け
た
ダ
メ
ー
ジ
は
20
年
度
も

続
い
て
い
ま
す
。
市
民
税
の
税
源

移
譲
の
増
収
約
20
億
円
を
合
わ
せ

て
も
、
平
成
15
年
度
と
比
較
し
て
、

約
30
億
円
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

地
方
自
治
体
の
権
利
と
し
て
、
地

方
犠
牲
は
回
復
し
て
も
ら
う
こ
と

が
必
要
で
す
。
民
主
党
連
立
政
権

が
ど
う
補
て
ん
す
る
か
、
地
方
に

権
限
と
財
源
を
ど
う
渡
し
て
い
く

か
、
要
求
の
声
を
大
き
く
上
げ
る

こ
と
を
主
張
し
ま
す
。

　

全
国
行
政
サ
ー
ビ
ス
調
査
で
は

県
内
39
市
中
39
位
で
あ
り
、
各
分

野
で
も
高
齢
者
福
祉
が
最
下
位
、

公
共
料
金
が
下
か
ら
５
番
目
、
子

育
て
環
境
も
平
均
に
届
か
な
い
結

果
で
す
。
保
育
所
の
待
機
児
も
多

く
、
今
の
経
済
状
況
で
は
働
く
お

母
さ
ん
が
増
え
続
け
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
、
需
要
に
応
え
る
体
制
を

求
め
ま
す
。
ま
た
、
行
き
届
い
た

教
育
を
進
め
る
上
で
も
、
現
在
の

す
し
詰
め
学
級
を
解
消
し
、
少
人

数
学
級
の
早
期
実
現
を
求
め
ま
す
。

　

次
に
、
公
民
館
等
の
施
設
の
有

料
化
や
値
上
げ
が
年
間
通
し
て

行
わ
れ
た
最
初
の
年
で
、
利
用
者

の
減
少
も
著
し
く
、
見
直
し
を
求

め
ま
す
。
春
バ
ス
の
運
行
も
、
市

内
全
域
か
ら
要
求
や
意
見
が
あ
り
、

拡
大
計
画
、
増
車
計
画
で
期
待
に

応
え
る
べ
き
で
す
。
公
共
工
事
は
、

市
内
業
者
の
受
注
率
が
57
・
７
％

と
近
年
で
最
低
で
、
市
内
業
者
が

生
き
生
き
と
仕
事
で
き
る
よ
う
改

善
を
求
め
ま
す
。

　

最
後
に
職
員
で
す
が
、
合
併
時

か
ら
２
１
６
名
減
少
し
て
、
一
般 

行
政
部
門
の
職
員
数
が
対
人
口
比

で
県
内
最
低
と
な
り
、
全
国
の 

特
例
市
で
も
最
低
で
す
。
市
民
ニ 

ー
ズ
に
応
え
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

図
る
上
で
も
、
職
員
を
他
市
平
均

並
み
に
増
や
す
こ
と
を
求
め
ま
す
。

　

以
上
指
摘
を
し
て
反
対
し
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
一
般
会
計
決
算
の

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
主
な
内
容

　

予
算
現
額
６
４
３
億
９
４
１
１

万
円
に
対
し
て
、
歳
入
決
算
額
は

５
８
９
億
４
２
６
９
万
円
、
歳
出

決
算
額
は
５
７
７
億
２
６
６
２
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
差
引
残
額
は
、

12
億
１
６
０
７
万
円
と
な
り
、
平

成
21
年
度
に
繰
り
越
す
も
の
で
す
。

○
歳
入
の
主
な
も
の

　

歳
入
の
根
幹
で
あ
る
市
税
は
２

８
８
億
８
８
８
８
万
円
で
全
体
の

49
・
01
％
を
占
め
て
お
り
、
景
気

後
退
の
影
響
に
よ
り
法
人
市
民
税

が
減
額
と
な
る
も
の
の
、
市
税
全

体
で
は
前
年
度
と
比
較
し
て
６
７

２
８
万
円
増
加
し
ま
し
た
。
次
い

で
、
地
方
交
付
税
が
61
億
３
１
０

３
万
円
（
10
・
40
％
）
で
前
年
度

平
成
20
年
度
一
般

会
計
決
算
を
認
定

討
　
論

平
成
20
年
度

　
　
　
一
般
会
計
決
算
を
認
定

議
員
提
出
議
案
は
、２
議
案
が
提
出
さ
れ
２
議
案
を
可
決

市
民
の
声
を
真
摯
に

受
け
止
め
る
こ
と
を

求
め
反
対
（
日
本
共
産
党
）

限
ら
れ
た
財
源
を
有
効

か
つ
適
正
に
活
用
す
る
よ
う

要
望
し
て
賛
成
（
新
政
の
会
）

比
４
億
５
９
３
万
円
の
増
加
、
国

庫
支
出
金
が
60
億
５
４
２
６
万
円

（
10
・
27
％
）
で
前
年
度
比
２
９

２
万
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
債
は
56
億
４
２
２
８

万
円
（
９
・
57
％
）
と
な
り
、
前

年
度
比
21
億
６
３
０
２
万
円
の
増

加
と
な
り
ま
し
た
。

○
歳
出
の
主
な
も
の

　

歳
出
に
お
い
て
占
め
る
割
合
の

大
き
い
も
の
は
、
民
生
費
が
１
９ 

５
億
５
１
０
７
万
円
で
全
体
の
33 

・
87
％
を
占
め
、
障
害
者
福
祉
費
、 

生
活
保
護
費
な
ど
が
主
な
も
の
で

す
。
次
い
で
、
総
務
費
が
87
億
４ 

９
３
１
万
円
（
15
・
16
％
）
、
土

木
費
が
77
億
１
４
７
２
万
円
（
13 

・
36
％
）
、
公
債
費
が
71
億
８
３

４
１
万
円
（
12
・
44
％
）
、
衛
生

費
が
54
億
９
８
７
１
万
円
（
９
・

52
％
）
、
教
育
費
が
53
億
８
５
９

万
円
（
９
・
20
％
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。

【
賛
成
多
数
で
認
定
】

　

本
決
算
は
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
、
総
合
振
興
計
画
及
び
山
積
す 

る
行
政
課
題
の
実
現
に
向
け
て
、

効
果
的
か
つ
効
率
的
な
予
算
執
行

に
努
め
た
も
の
と
評
価
し
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
が
大

幅
な
増
額
と
な
っ
た
一
方
で
、
地

方
消
費
税
交
付
金
等
が
景
気
後
退

の
影
響
に
よ
り
減
額
と
な
る
等
、

歳
入
全
体
で
引
き
続
き
厳
し
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
主
財
源

の
確
保
の
た
め
、
市
税
等
の
収
納

対
策
に
全
力
で
取
り
組
む
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
市
債
は
、
普
通
建

設
事
業
債
が
増
額
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
市
債
は
貴
重
な
財
源
で
あ

る
反
面
、
将
来
の
財
政
運
営
に
大

き
く
影
響
す
る
た
め
、
計
画
的
か

つ
慎
重
な
借
り
入
れ
を
望
み
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
（
仮
称
）
都
市
型

児
童
セ
ン
タ
ー
ほ
か
２
施
設
の
一

体
的
な
施
設
整
備
等
は
、
子
育
て

し
や
す
い
環
境
整
備
の
拡
充
に
資

す
る
も
の
と
認
識
し
ま
す
。
ま
た
、

災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し

全
戸
配
布
し
た
こ
と
は
、
市
民
の

生
命
、
財
産
を
守
る
上
で
非
常
に

有
効
で
あ
り
、
災
害
に
備
え
た
効

果
的
な
活
用
に
寄
与
す
る
も
の
と

確
信
し
ま
す
。

　

粕
壁
三
丁
目
Ａ
街
区
市
街
地
再

開
発
事
業
や
南
桜
井
駅
周
辺
整
備 

事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
藤
塚
米
島
線
等
の
幹
線
道 
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路
整
備
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
の
活
性
化
が
、
よ
り
一 

層
促
進
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
ま

す
。
ま
た
、
南
桜
井
駅
に
エ
レ
ベ 

ー
タ
ー
と
身
体
障
害
者
対
応
型
ト

イ
レ
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
は
、
障

害
者
や
高
齢
者
の
安
全
と
利
便
性

が
向
上
し
た
も
の
と
評
価
し
ま
す
。

　

今
後
は
、
よ
り
一
層
の
行
政
サ 

ー
ビ
ス
の
充
実
と
総
合
振
興
計
画

の
将
来
像
の
実
現
の
た
め
、
限
ら

れ
た
財
源
を
有
効
か
つ
適
正
に
活

用
す
る
よ
う
要
望
し
、
賛
成
討
論

と
し
ま
す
。

○
請
願
要
旨

１　

就
園
奨
励
費
・
国
庫
補
助
対

象
外
の
家
庭
へ
の
補
助
の
さ
ら

な
る
充
実

２　

内
科
・
歯
科
の
健
康
診
断
へ

の
補
助
の
推
進

３　

預
か
り
保
育
、
延
長
保
育
へ

の
補
助
の
推
進

○
請
願
者

　

春
日
部
市
私
立
幼
稚
園
協
会

　
　
　
　
　

会
長　

井
ノ
上　

實

【
全
員
一
致
で
採
択
】

請
　
　
　
　
願

私
立
幼
稚
園
教
育
の

充
実
を
求
め
る
請
願

一般会計
47.8％

一般会計
47.4％特別会計

41.7％

企業会計
10.9％
企業会計
10.9％

特別会計
42.3％

企業会計
9.9％
企業会計
9.9％

市　税

国庫支出金

地方交付税

市　債

県支出金

繰越金

地方消費税交付金
その他

国民健康保険
（20.0％）

土地取得
（0.７％）

看護専門学校
（0.1％）

病院事業
（5.5％） 水道事業

（4.4％）

西金野井第二
土地区画整理事業
　　 （1.5％）

老人保健
（1.2％）

後期高齢者医療
（1.２％）

後期高齢者医療
（1.２％）

介護保険
（8.1％）

下水道事業
（9.5％）

民生費

総務費

公債費

土木費

衛生費

教育費
消防費

その他国民健康保険
（20.0％）

老人保健
（1.2％）

介護保険
（7.4％）

下水道事業
（9.6％）

土地取得
（0.7％）

看護専門学校
（0.1％）

病院事業
（5.8％）

水道事業
（5.1％）

西金野井第二
土地区画整理事業
　　 （1.5％）

平成20年度　会計別決算

歳 入 総 額　1,233億9,751万円 歳 出 総 額　1,217億1,603万円

一　般　会　計
歳　入 歳　出

市 税

地方交付税

国庫支出金

市 債

県支出金

繰 越 金

そ の 他

　 計 　

288億8,888万円

61億3,103万円

60億5,426万円

56億4,228万円

32億7,306万円

18億8,512万円

16億7,017万円

53億9,789万円

589億4,269万円

民 生 費

総 務 費

土 木 費

公 債 費

衛 生 費

教 育 費

消 防 費

そ の 他

　 計 　

195億5,107万円

87億4,931万円

77億1,472万円

71億8,341万円

54億9,871万円

53億0,859万円

22億0,277万円

15億1,804万円

577億2,662万円

地方消費税
交 付 金

特　別　会　計
歳　入 歳　出

国民健康保険

下水道事業

介 護 保 険

後期高齢者医療

老 人 保 健

土 地 取 得

看護専門学校

　 計 　

西 金 野 井 第 二
土地区画整理事業

246億3,133万円

117億6,639万円

99億7,336万円

18億7,585万円

14億8,287万円

14億3,032万円

8億7,968万円

1億4,719万円

521億8,699万円

243億8,057万円

116億7,892万円

90億1,711万円

18億4,438万円

14億5,220万円

13億8,240万円

8億7,968万円

1億4,428万円

507億7,954万円

企　業　会　計
病院事業 水道事業

収益的収入 

収益的支出 

資本的収入 

資本的支出 

43億8,327万円

41億6,297万円

10億4,160万円

20億7,519万円

57億5,415万円

60億1,865万円

10億8,881万円

9億5,306万円
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石
川
市
長
は
、
子
育
て
日
本
一

を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
子
育
て
の

家
計
に
対
す
る
支
援
が
薄
い
と
の

声
を
聞
い
て
い
ま
す
。
特
に
、
小

学
生
や
中
学
生
に
な
る
と
子
ど
も

の
行
動
範
囲
も
広
が
り
、
け
が
や

病
気
に
か
か
る
こ
と
も
増
え
、
家

計
で
の
医
療
費
が
増
え
て
い
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。
子
ど
も
医
療
費

無
料
制
度
の
拡
大
の
請
願
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
が
、
十
分
な
検
討
が

な
さ
れ
た
か
伺
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
ど
も
医
療
費
を
中

学
生
ま
で
無
料
化
し
て
い
く
た
め

に
は
、
現
在
よ
り
５
億
円
を
超
え

る
財
源
が
必
要
に
な
り
、
当
市
の

予
算
規
模
の
１
％
で
す
。
し
か
し
、

当
市
の
約
14
％
を
占
め
る
子
ど
も

た
ち
の
健
康
と
生
命
が
守
ら
れ
れ

ば
、
効
果
の
あ
る
施
策
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
ど
も
医
療
費
無
料
制
度

の
年
齢
拡
大
に
つ
い
て
、
平
成
22

年
度
に
前
向
き
に
取
り
組
む
考
え

が
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

○
市
長

　

こ
ど
も
医
療
費
に
つ
い
て
は
、

経
済
的
な
子
育
て
支
援
施
策
の
重

要
な
事
業
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

　

昨
年
の
景
気
後
退
以
降
、
平
成

22
年
度
以
降
も
極
め
て
厳
し
い
財

政
状
況
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
平

成
22
年
度
予
算
編
成
作
業
で
、
入

院
費
に
つ
い
て
は
中
学
卒
業
ま
で
、

通
院
に
つ
い
て
は
財
源
を
見
極
め

な
が
ら
段
階
的
な
拡
大
を
行
う
方

向
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か

○
合
併
特
例
債
活
用
事
業
の
現
状

と
今
後
の
見
通
し

○
赤
字
体
質
な
ど
、
市
立
病
院
の

経
営
改
善
の
た
め
の
具
体
的
努
力

経
過
に
つ
い
て

　

昭
和
41
年
に
都
市
計
画
が
決
定

し
、
さ
い
た
ま
市
内
の
岩
槻
区
南

平
野
土
地
区
画
整
理
事
業
で
は
、

平
成
19
年
度
か
ら
21
年
度
に
推
進

さ
れ
、
こ
の
部
分
の
道
路
に
つ
い

て
は
、
21
年
度
に
完
成
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
内
の
増
戸
地
区
に

計
画
さ
れ
て
い
る
４
３
０
メ
ー
ト

ル
の
延
伸
に
つ
い
て
協
議
が
な
さ

れ
た
か
、
ま
た
、
今
後
の
事
業
展

開
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

○
建
設
部
長

　

本
市
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

事
業
主
体
が
埼
玉
県
で
進
め
て
い

た
経
緯
が
あ
り
、
８
月
19
日
に
埼

玉
県
知
事
あ
て
に
、
上
野
長
宮
線

の
早
期
着
工
を
図
る
よ
う
要
望
書

を
提
出
し
ま
し
た
。
県
は
、
県
事

業
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
ま

す
が
、
優
先
順
位
の
高
い
個
所
へ

の
投
資
や
、
街
路
事
業
の
進し

ん
ち
ょ
く捗

状

況
を
見
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
旧
岩
槻
市
が
都
市
計
画

上
必
要
な
道
路
と
し
て
位
置
付
け
、

決
定
し
た
経
過
が
あ
る
こ
と
な
ど

を
踏
ま
え
、
さ
い
た
ま
市
と
し
て

も
、
本
市
内
の
未
着
手
部
分
に
つ

い
て
の
事
業
化
に
向
け
て
要
望
し

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
、
協

力
す
る
旨
の
回
答
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

○
市
長

　

従
来
か
ら
の
経
緯
を
踏
ま
え
、

早
期
事
業
化
を
粘
り
強
く
県
に
要

望
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
さ

い
た
ま
市
長
と
も
協
力
し
、
一
生

懸
命
努
力
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か

○
豊
春
駅
前
の
電
柱
移
設

○
南
中
曽
根
、
見
晴
屋
酒
店
前
の

信
号
機
設
置
に
つ
い
て

こ

ど

も

医

療

費

無
料
制
度
の
中
学
生
ま
で 

対
象
拡
大
に
つ
い
て

都
市
計
画
道
路

上
野
長
宮
線
推
進
に
つ
い
て

一　般　質　問一　般　質　問
市民の声を市政に市民の声を市政に

一般質問に 30人が登壇

（文責は、各質問者）（文責は、各質問者）

竹ノ内正元

議員

山口　　保

議員
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県
道
西
金
野
井
春
日
部
線
よ
り

北
側
で
、
国
道
４
号
バ
イ
パ
ス
の

４
車
線
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
整
備
で
、
今
ま
で
横
断
で

き
た
部
分
が
閉
鎖
さ
れ
、
国
道
を

挟
ん
で
農
地
を
所
有
す
る
方
々
か

ら
、
遠
回
り
に
な
り
非
常
に
不
便

だ
と
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
倉
常
地

域
の
信
号
機
は
、
押
し
ボ
タ
ン
式

で
横
断
時
間
が
短
く
、
さ
ら
に
、

４
車
線
化
で
渡
る
距
離
が
長
い
た

め
、
高
齢
者
の
方
々
や
農
耕
機
で

渡
る
場
合
、
途
中
で
赤
に
な
り
非

常
に
危
険
な
状
態
で
す
。
１
日
も

早
く
定
周
期
式
の
信
号
機
へ
変
え

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

○
建
設
部
長

　

国
道
４
号
バ
イ
パ
ス
の
農
地
へ

の
影
響
等
に
つ
い
て
、
所
管
す
る

北
首
都
国
道
事
務
所
に
確
認
し
た

結
果
、
榎
交
差
点
及
び
（
仮
称
）

川
端
中
通
り
交
差
点
は
、
国
道
４

号
バ
イ
パ
ス
か
ら
市
道
へ
の
取
り

付
け
と
な
り
、
信
号
機
を
設
置
し

な
い
交
差
点
の
た
め
横
断
や
市
道

か
ら
の
右
折
は
で
き
ず
、
市
道
か

ら
国
道
、
ま
た
は
国
道
か
ら
市
道

へ
の
左
折
の
み
が
可
能
な
交
差
点

と
な
り
ま
す
。
次
に
、
倉
常
交
差

点
は
、
現
在
設
置
さ
れ
て
い
る
押

し
ボ
タ
ン
式
信
号
機
か
ら
、
定
周

期
式
信
号
機
に
変
更
し
、
打
田
東

交
差
点
に
つ
い
て
は
、
当
初
の
計

画
を
変
更
し
、
定
周
期
式
信
号
機

の
設
置
を
関
係
機
関
と
協
議
中
で

す
。
最
後
に
、
椿
南
交
差
点
に
つ

い
て
は
、
現
況
と
同
様
の
定
周
期

式
信
号
機
を
継
続
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か

○
敬
老
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

○
情
報
過
疎
の
解
消
に
つ
い
て

○
市
内
、
高
校
生
へ
の
投
票
所
の

臨
時
職
員
採
用
に
つ
い
て

　

先
の
衆
議
院
選
挙
に
お
い
て
、

長
年
続
い
て
き
た
自
民
党
政
権
が

崩
壊
し
、
民
主
党
へ
政
権
交
代
し

ま
し
た
。
経
済
問
題
や
年
金
問
題

か
ら
の
閉
塞
感
や
不
安
感
、
こ
う

し
た
中
で
、
国
民
の
生
活
が
第
一

と
い
う
民
主
党
の
姿
勢
に
、
人
々

は
身
近
な
生
活
へ
の
支
援
を
期
待

し
て
支
持
を
得
て
い
る
と
考
え
ま

す
。
こ
れ
を
当
市
に
置
き
か
え
る

と
、
こ
ど
も
医
療
費
無
料
化
の

拡
大
や
、
私
立
幼
稚
園
へ
の
独
自

補
助
、
ま
た
、
高
齢
者
へ
の
温
か

い
独
自
施
策
の
展
開
な
ど
を
行
い
、

市
民
の
期
待
に
応
え
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
市
長
は
子
育
て
中

の
家
庭
や
高
齢
者
の
方
々
へ
の
政

策
が
、
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
と
予

測
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
こ
う

し
た
変
化
の
中
で
、
今
後
ど
の
よ

う
な
施
策
を
重
視
し
よ
う
と
し
て

い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

○
市
長

　

国
の
政
権
移
行
に
伴
う
市
政
の

変
化
に
つ
い
て
で
す
が
、
市
長
は

国
の
政
権
が
ど
う
変
わ
っ
て
も
、

市
民
に
密
着
し
た
市
政
を
進
め
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

常
に
市
民
の
目
線
に
立
ち
、
私

の
基
本
理
念
で
あ
る
、
市
民
主
役

の
市
政
経
営
を
貫
い
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
、
行
政
へ
の
信
頼
と
生

活
環
境
に
対
す
る
安
心
・
安
全
の

重
視
、
コ
ス
ト
と
そ
れ
に
よ
る
効

果
を
重
視
す
る
市
政
経
営
、
日
本

一
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
と
商
都

復
活
の
実
現
に
向
け
て
、
市
民
の

声
を
じ
か
に
聞
く
現
場
主
義
を
さ

ら
に
徹
底
し
、
持
て
る
力
を
最
大

限
尽
く
し
、
市
民
の
皆
様
が
快
適

さ
を
実
感
で
き
る
市
政
の
運
営
に

全
力
を
傾
注
し
て
い
き
ま
す
。

　

栄
町
方
面
で
は
三
千
貝
堀
の
治

水
工
事
が
完
了
し
、
地
域
の
水
災

害
は
激
減
し
た
と
伺
う
と
こ
ろ
で

す
。
し
か
し
、
春
日
部
市
の
顔
と

も
言
え
る
市
役
所
付
近
や
駅
前
中

心
部
、
南
、
緑
町
、
粕
壁
東
な
ど

の
水
災
害
は
、
い
ま
だ
に
大
変
な

被
害
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
地
域
に
対
し
て
も
、

同
様
の
取
り
組
み
を
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
今
後

の
市
の
方
針
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

○
建
設
部
長

　

現
在
、
埼
玉
県
に
よ
っ
て
一
級

河
川
会
之
堀
川
の
改
修
事
業
が
、

大
枝
地
区
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
改
修
事
業
の
進し

ん
ち
ょ
く捗
に
併
せ
て
、

上
流
で
あ
る
春
日
部
駅
周
辺
地
区

の
雨
水
対
策
と
し
て
、
公
共
下
水

道
会
之
堀
川
幹
線
の
整
備
に
着
手

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
市
の
管
理
す
る
区
間
に

お
い
て
は
、
平
成
20
年
度
に
測
量

業
務
と
地
質
調
査
業
務
を
実
施
し
、

平
成
21
年
度
は
予
備
設
計
業
務
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
緑
町
地
区
の
雨
水
は
、

一
級
河
川
大
落
古
利
根
川
沿
い
の

土
井
ポ
ン
プ
場
と
緑
町
ポ
ン
プ
場

で
排
出
し
て
い
ま
す
。
土
井
ポ
ン

プ
場
は
、
公
共
下
水
道
の
位
置
付

け
に
な
っ
て
お
り
、
将
来
計
画
に

お
い
て
、
ポ
ン
プ
増
設
の
計
画
が

あ
り
ま
す
の
で
、
公
共
下
水
道
の

雨
水
整
備
計
画
に
基
づ
い
て
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
浸
水
被
害

が
軽
減
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
こ
の
ほ
か

○
緑
化
の
推
進
に
つ
い
て

○
市
民
の
足
の
確
保
に
つ
い
て

○
学
校
ト
イ
レ
の
改
修
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

国
道
４
号
バ
イ
パ
ス
沿
線
住
民
の 

利
便
性
の
向
上
に
つ
い
て

水
災
害
対
策
に
つ
い
て

冨樫　清年

議員

小久保博史

議員

栗原　信司

議員

道路冠水


